
医療者対象実践英語研修  令和 4年度 

 

 青森県内の保健医療福祉等の専門職が外国人患者・クライアントに対応できる人材育成の
基盤づくりを目指し、県内の看護師を対象に英語力を養うための研修を実施します。外国人
患者の対応に必要な基本的知識や基本的技術を習得することが目的で、日本に暮らす外国人
の医療に関わる現状を学ぶ講義と、外国人患者対応の看護師の役割を、ネイティブによる英
語で実践練習します。 
 

【研修の到達目標】 
〈知識・講義〉 
 日本に暮らす外国人や青森県内の現状（社会的背景）を理解し、外国人が医療上抱えてい

る問題点を知る。 
〈英語力・実践〉 
 医療者として自己紹介ができるようになる。 
 患者の現病歴や症状がきけるようになる。 

 専門の語彙力が増える。 
 異文化を理解できるようになる。

 
【お申込み・お問い合わせ】 

Web 上から受付いたします。右記の２次元バーコードから申込フォーム
にアクセスし、必要事項を記載してください。申込フォーム送信後、受
付完了メールが１週間たって届かない場合には、下記問い合わせ先まで
ご連絡ください。 
 
お問い合わせ先：青森県立保健大学 キャリア開発・研究推進課 

Tel：017-765-4085 
【その他】 
1.お昼をはさむので、昼食をご持参ください。 

（近くにコンビニエンスストアはあります。） 
2.学内駐車場をご利用できます。 

【日時】令和 4年 9 月 15 日（木）9:00～17:00 （昼休憩 12:00～13:00） 
 
【会場】青森県立保健大学 B 棟１階 B109 教室（正面向かって右の棟） 
 
【対象・定員】県内の看護師（20 名程度） 

英語のレベルは高校卒業レベル以上であることが望ましい。 
 
【募集締め切り】令和 4年 8 月 26 日（金）※延長しました。 
 
【受講料】無料 

別途テキストとして、以下の書籍を使用します。 
山田千夏、山田貞子（2020）『現場ですぐに役立つ！実践メディカル英会話』 
MC メディカ出版 ISBN978-4-8404-3356-3  (3,200 円＋税) 
上記の書籍は、参加申込受付完了メールが到着後、各自で購入し、当日持参してく
ださい。 
出版元のオンラインショップや、通販サイトでも購入できます。 

 
【講師】 

川内規会（青森県立保健大学教授） 
小笠原メリッサ（青森県立保健大学准教授） 
ホーン・クリストファー（青森県立保健大学助教） 
エメリ・トラビス（青森県立保健大学助手） 


